エクセルでタイム集計　使用説明書（体験版）

体験版は３０ラップまでしか計測出来ません

「エクセルでタイム集計」をご利用頂きまして有難うございます。

駅伝やマラソン、トライアスロン等のように、タイムを計測する必要がある競技を運営する上で、タイム計測から成績表作成までをどのように対応するか主催者の悩むところです。

大型の大会ではマイクロチップを利用して計測する方法がありますが、それ以外ではまだ人の手による計測を行っているものと思います。決して失敗の許されない、大会の評価の判断にもされる計時係りを、正確かつ迅速に行い大会が成功を納める事を願っております。
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1、動作環境
Ｗｉｎｄｏｗｓ　ＸＰ、　エクセル２００２、２００３

2、エクセルでタイム集計の特徴
· ゼッケンを入力して[ENTER]キーを押すだけでラップタイムを計測して集計を行います。

· １回の計測ごとに再計算を行い、リアルタイムで現在の順位、ラップタイムを見る事ができます。
· 選手名簿作成から、計測、集計、成績表の作成までできますのでこれ一つで対応できます。
· 素早く他区間のデータを取込んで、再計算できます。
· 駅伝、トライアスロン、マラソンの成績表に対応し、区間タイム、区間順位が表示できます。

· トライアスロンとマラソンは、男女別、男女混合、年代別の集計ができます。

· 矛盾したデータがある時は、エラーメッセージ出し集計ミスを未然に防止します。
· 平均ラップと極端に違うデータを検索する機能があります。

☆　同タイムの場合は、合計タイムと区間累計タイムは入力順に順位を付けます。
　　　区間タイムは1区のみ入力順に順位を付けて、他の区間は同順位を付けます。☆　駅伝の繰上げスタートに対応しております。
3、マクロについて

· 当ソフトは一般関数は一切使わず、すべてマクロでコントロールしております。よって必ずマクロを有効にして使用してください。
· パソコンの設定によっては、マクロを含んだエクセルファイルが開けない場合があります、その時はマクロのセキュリティレベルを変更して下さい。
4、マクロのセキュリティレベルの変更

· マクロを無効にして開く＞ツール＞オプション＞セキュリティ＞マクロのセキュリティ＞(中)または（低）にする＞一旦エクセルを終了します＞再度開きます、（中）に設定した場合「マクロを有効にする」を選択して開いて下さい。（低）にした場合確認は無くそのまま開きます。
5、各シートについての説明
もし時刻が小数点で表示される時は、セルの表示形式が変更された事が考えられます。書式＞セル＞書式設定＞時刻の順で、正しく表示しているセルと同じに設定し直して下さい。


計測シート

· 直接セルへの書き込みは出来ません、データの訂正は「訂正」フォームから行います。

· 3列目のラップタイムは、順位計算には使用しておりません。スタート時刻を訂正しても他のファイルから取り込んでも計測時のままですが影響はありません。

集計シート

· 区間を入力する欄以外はセルに直接書き込みできません。

· 順位とラップタイムは、計測するごとに更新されます。

· 「START」ボタンで名簿からゼッケンと選手名を取り込みます、もし計測途中で名簿に選手名を追加した場合は、「成績表」作成フォームから選手名を再読込みすることができます。
名簿シート

· 自由に編集できますがセルの結合はしないで下さい。
· ここでは出場選手の名簿を作成します。ここでのデータは集計から成績表作成の最後まで使用しますので正確に作成して下さい。

· 1行目は、固定項目がありますので「成績表」作成フォームから入力すると便利です。駅伝はチーム名以降に区間名を、その下に区間選手名を入力して下さい。
· 選手名簿の最終区間以降の右側、及び最下行より下部分に選手名簿以外を入力した場合は、計測開始前までに削除して下さい。
· ゼッケンの入力は途中に空白セルを作らないで詰めて入力して下さい。選手名だけ入力しても集計には読込みません。
· 「成績表」フォームから印刷すると、表題目を入れて印刷できます。尚、表関係の罫線は印刷プレビューで「枠線あり」を指定して下さい。
成績表シート
· 自由に編集できますがセルの結合はしないで下さい。

· 「成績表」フォームで駅伝タイプを選択すると、ここに成績表が作成されます。「成績表」フォームから印刷すると、表題目、年齢別、日付等を入れて印刷できます。尚、表関係の罫線は印刷プレビューで「枠線あり」を指定して下さい。
成績表２シート

· 自由に編集できますがセルの結合はしないで下さい。

· 「成績表」フォームでトライアスロンかマラソンタイプを選択すると、ここに成績表が作成されます。「成績表」フォームから印刷すると、表題目、年齢別、日付等を入れて印刷できます。尚、表関係の罫線は印刷プレビューで「枠線あり」を指定して下さい。

6、「エクセルでタイム集計」ツールバーの説明
「エクセルでタイム集計」のロゴをクリックするとツールバーが作成されます。ツールバーは四角に変形する事や、他のツールバー（画面上部）の所へドラッグすれば組み込む事ができます。
時計のアイコンボタン

· 今ある計測・集計・成績表シートのデータを消去し、スタート時刻を現在の時刻に更新します。データの一括削除はこれで行って下さい。
· 名簿シートから集計シートへ、ゼッケンと選手名を読み込みます。（ゼッケンの入力されているものだけ読込みます）
変更ボタン（次の操作ボタンのあるフォームが表示されます）
· 計測シートの入力済ゼッケンの変更、またはラップだけ取得したものにゼッケンを入力して、再計算をします。

· 計測洩れの、ゼッケンと時刻を入力して、並べ替え再計算をします。
· 計測または集計シートの行（横方向）を削除して、再計算します。集計シートの行を削除しても、安全のために計測シートのデータは消えません。もし再度消したゼッケンを計測した場合過去のデータも復活して計算します。
· スタート時刻を変更します。
· 繰上げスタートがあった場合タイムを修正します、フォームの説明ボタンを開いてお読み下さい。
成績表ボタン（次の操作ボタンのあるフォームが表示されます）
· 成績表の作成をします。駅伝以外は、男女別、男女混合、年代別に分けられます。
	成績表の区分
	合計タイム
総合順位
	区間タイム

区間順位
	区間選手名
	男女別成績

年齢別成績

	駅伝タイプ
	○
	○
	○
	

	トライアスロンタイプ
	○
	○
	
	○

	マラソンタイプ
	○
	
	
	○


· 名簿と成績表にヘッダー及びフッターを付けて印刷します。名簿は表題目のみ、成績表は表題目、男女別、年齢別、日付を入れます。その他は必要に応じて印刷プレビューでフッター、ヘッダーを編集して下さい。

· 他区間で計測したデータの取り込みと、再計算を行います。
· 平均ラップより指定値を超えるラップデータがある時、色付けして表示します、誤入力の発見に利用して下さい。また、1行目に平均ラップをコメントで表示します。
· 名簿の１行目の項目を入力します。

· 名簿にあるゼッケンと選手名が、集計シートに無ければ追加して書き込みます。
LAPボタン

· 選手が集団で来た時や、ゼッケンが見にくかった時等、ゼッケンが入力できない時に使用して下さい。ラップ時刻のみを取得しますので、確認後にゼッケンを入力して下さい。

計測ボタン

· ゼッケン入力フォームを表示します。
· ゼッケンを入力してENTERキーを押すとラップ時刻を取得します。
· ゼッケン入力フォームは計測シートと集計シート上で使用できます。

7、ゼッケン入力フォームで計測した時の集計方法
· 集計にはスタート時刻と、ラップ時刻を使用しております。途中でスタート時刻が変更された場合、変更後のスタート時刻で計算されます。なお、スタート時刻を変更しても、計測シートのラップタイムは変更になりませんが計算には使用しませんので影響ありません。
· 選手のゼッケンはスタートと同時に名簿から集計へ読込まれております。しかし、計測したゼッケンが、集計シートに無い場合は最下行に追加します。
· 計測のフォームにゼッケンを入力して計測されたものついては、１ラップ目から今回のラップまで再計算を行います。
8、順位の付け方
· ラップ計測回数が多いもの、次が合計タイムの少ないもの順です。

· 合計タイムが同じ場合、入力順に順位を付けます。

· 区間累計タイムが同じ場合、入力順に順位を付けます。

· 区間タイムが同じ場合、1区のみ入力順に順位を付けます。その他の区間は同順位を付けます。

9、全体の再計算をする時
· 「変更」のフォームでゼッケンを変更（入力）した時。
· 「変更」のフォームでゼッケン及び時刻を追加した時。
· 「変更」のフォームで行を削除した時。
· 「成績表」作成フォームの「再計算」ボタンを押した時。この時は、計測シートのゼッケンが集計シートにあるかチェックします。
10、再計算の方法

· 集計シートにある全部のゼッケンについて、計測データを検索しあれば計算を行います。つまり、集計シートにあるゼッケンを基礎に計算するという事を注意して下さい。

· 基本的には計測シートにあるゼッケンは必ず集計シートにもある筈ですが、一度計測したゼッケンの集計シートの行を削除したり、読込んだ他のファイルにだけにゼッケンがあったりすれば無い事も考えられます。このような場合「成績表」作成フォームから再計算した時点で警告メッセージが出るようになっております。
11、時刻設定とスタート時刻について
· パソコンのシステム時計を利用して計測しております。よって計測者が複数いる場合は全員の時刻が合っていないと記録が正確に計測できません。
· スタート時刻については最終集計で、正しいスタート時刻で再計算すれば結果は同じになります。
· 計測できる時間帯は、午前０時以降スタートして当日の午後２３時５９分５９秒までに終了して下さい。日付の変わる計測はできません。
12、入力可能件数
· 理論上はラップ時刻がエクセルシートの最終行（６５５３６行）に到達するか、または、一人のラップ回数がエクセルシートの最終列（２５６行）に到達するかまで可能だと思いますがテストはしておりません。通常の使用には全く問題ないと思います。
· 成績表ではラップ1回につき2列、選手一人につき2行または3行します。

13、他区間データの処理
· 「成績表」作成フォームから、他区間で計測したデータを取込む事ができます。この場合計測シートにある、ゼッケン、ラップ時刻、ラップタイム全件数読み込みます。
· たとえば、トライアスロンの自転車コースが周回コースになっていて、周回チェックを兼ねて複数回計測した場合は、データバックアップ後、最終ラップ以外は削除してから読み込んで下さい。
· 親ファイル、区間ファイルすべてバックアップを行ってからデータ処理して下さい。

14、エラーメッセージ
· 次の場合、日付をまたぐ計測になりますのでエラーメッセージを出して、処理を中断します。誤りのあるデータを確認して下さい。

· 新規でラップ時刻を取得したが、取得済みラップ時刻の中にそれ以降のものがある時。
· 「訂正」フォームから現在時刻以降のスタート時刻を入力しようとした時。
· 「成績表」作成フォームより再計算しようとした時、スタート時刻以前のラップ時刻がある時。
· 「訂正」フォームからスタート時刻以前の、ゼッケンとラップ時刻を入力しようとした時。
15、競技大会での手順
大体の手順は次のとおりです、本番で失敗しないためにも日頃操作に慣れておいて下さい。
	1
	選手名簿作成
	出場選手に配布する選手名簿を作成します、ゼッケンと選手名は集計や成績表にも使用しますので正確に洩れなくお願いします。

	
	
	駅伝等は右空白にチーム監督等を記入する場合があると思いますが、競技開始前までには削除して下さい。

	2
	1の「エクセルでタイム集計」を各区間担当者へ配布
	受け取ったそれぞれの「エクセルでタイム集計」のファイル名は違うものに変更して下さい。

	3
	時刻合わせ

データ消去
	親時計（スターター）、及び全員のパソコン内部時計の時刻を一致させて下さい。

パソコン下右のタスクバーの時計を、右クリック＞日付と時刻の調整、で行います。

	
	
	名簿以外のデータは消去して下さい。

	ここまでがスタート前に準備しておく事です。

	4
	競技開始後
	スタート後はスターターよりスタート時刻の連絡をもらい、各計測者はスタート時刻を親時計に合わして下さい。

	5
	ラップ計測
	一人がゼッケンを読み、もう一人が入力するペアでの計測が理想だと思います。読む人は同時にゼッケンを紙に記録しておけば後でチェックが楽です。

	
	
	ゼッケンが読みにくかったりした、怪しいラップ時刻はセルの色を変えて後でチェックできるようにしておいて下さい。

	6
	競技終了後
	まず、各計測者はファイルのコピーを取りデータをバックアップして下さい。

	
	
	ゼッケンの誤入力はないか、「データ検索」で異常データをチェックして下さい。異常にラップが早かったり、遅かったりするのは誤入力の可能性があります。

	
	
	通常一つの区間で１回のみ計測した場合はそのまま親ファイルに渡して下さい。もし、一つの区間が周回コースになっており、周回ごとに計測した場合は、最終ラップ以外削除したファイルを作りこれを親ファイルに渡して下さい。（例トライアスロン）

	7
	各区間データの処理
	どれか一つ親ファイルに決めて、それに各区間データを読込み再計算します。

駅伝で繰上げスタートがあった場合は、その処理をして下さい。

	8
	成績表作成
	カテゴリー別に成績表を作成して下さい。


16、その他
· 「エクセルでタイム集計」の著作権は作成者にあります、ソフトの再配布は禁止致します。
· 「エクセルでタイム集計」はシェアウエア（５，０００円）です、詳しくは下記のホームページをご覧下さい。
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